
玄
米
粥
に
卵
料
理
と

前
夜
の
残
り
物
を
一品
加
え
て

手
早
く
調
え
ま
す

森

真
沙
子

豪

作
家
デ
ビ

ュ
ー
か
ら
３６
年
。
ミ
ス
テ
リ
ー
、
ホ

ラ
ー
、
時
代
小
説
と
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
活
躍
。

玄
米
粥
の
朝
食
が
、
そ
の
創
作
活
動
を
支
え
る
。

け
・Ｌユ

驚

↓廟 食はじつかりいただきますが、

昼はおやつをつまむ程度。夕食は夫

はビール、私は赤ワインを飲みなが

らの晩酌が習慣で、ご飯はいただき

ません」と森真沙子さん。

含森家の常備菜。書体めや繋鎗にもよく合う
1箭轟識脚響冒れ冒停i
T平肇墨皇晶異l鼎∬∬舞)!｀

ずれ
近
年
、
江
戸
時
代
な
ど
を
舞
台
に
架

空
の
主
人
公
が
活
躍
す
る
ク時
代
小
説
多

が
人
気
だ
。
専
門
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

書
店
も
多
い
。
こ
こ
Ю
年
、
そ
ん
な
時

代
小
説
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
森
真

沙
子
さ
ん
で
あ
る
。

「時
代
小
説
が
人
気
な
の
は
、
ひ
と
つ

に
は
中
高
年
層
が
気
軽
に
読
め
る
こ
と
（

も
う
ひ
と
つ
は
、
現
代
小
説
と
違

っ
て

現
実
逃
避
が
し
や
す
く
、
そ
こ
に
人
情

や
夢
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
」

森
さ
ん
の
代
表
作

『日
本
橋
物
五
巴

は
、
江
戸

。
日
本
橋
で
染
織
物
や
工
芸

品
の
店

″蜻
蛉
屋
ク
を
営
む
お
瑛
が
主

人
公
。
美
人
女
将
が
遭
遇
す
る
日
々
の

出
来
事
や
騒
動
を
描
く
人
情
も
の
で
、

Ю
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

新
ンリ
ー
ズ
殺
馨
群
耐
始し藤



は
幕
末
の
箱
館
を
舞
台
に
、
江
戸
か
ら

赴
任
し
て
き
た
主
人
公
が
活
躍
す
る
。

知
ら
れ
ぎ
る
幕
末
の
秘
史
と
無
名
の
幕

臣
た
ち
の
激
闘
を
描
く
意
欲
作
だ
。

「函
館
を
旅
行
し
た
折
に
、
復
元
さ
れ

た
奉
行
所
を
訪
ね
た
の
が
本
作
を
書
く

き
っ
か
け
で
す
。
古
地
図
を
見
る
と
、

函
館
育
ち
の
私
が
高
校
の
行
き
帰
り
に

見
て
い
た

一
角
が
旧
奉
行
所
跡
。
頭
の

中
で
急
に
歴
史
が
動
き
だ
し
ま
し
た
」

神
奈
川
県
横
浜
市
に
生
ま
れ
、
造
船

技
師
の
父
の
仕
事
の
関
係
で
小

。
中

・

高
校
を
北
海
道
の
函
館
で
過
ご
し
た
。

そ
の
後
、
銀
行
勤
務
を
経
て

一
念
発
起
（

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
に
進
学
し
、
卒

業
後
は
週
刊
誌
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

昭
和
Ｍ
年
、
初
め
て
の
小
説

『バ
ラ

ー
ド

・
イ
ン
・
プ
ル
ー
』
で
小
説
現
代

新
入
賞
を
受
賞
し
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。

「総
統
の
招
待
者
』
や

『カ
チ
ュ
ー
シ

ャ
は
歌
わ
な
い
』
な
ど
の
作
品
で
音
楽

ミ
ス
テ
リ
ー
の
新
分
野
を
開
拓
す
る

一

方
、
一覇
校
生
」
や
響
塁
示
怪
奇
地
図
一な

ど
都
会
的
な
モ
ダ
ン
ホ
ラ
ー
も
手
が
け

て
き
た
。
作
風
は
違
え
ど
も
、
人
の
心

を
見
つ
め
る
限
に
変
わ
り
は
な
い
。

夫
君
と
ふ
た
り
暮
ら
し
。
原
稿
執
筆

は
午
前
Ｈ
時
～
午
後
４
時
ま
で
と
決
め

て
い
る
。
主
婦
と
し
て
家
事
も
疎
か
に

し
た
く
な
い
か
ら
だ
。
食
生
活
で
は
朝

食
を
重
視
。
手
作
り
を
原
則
に
、
食
材

は
な
る
べ
く
無
添
加
の
も
の
を
選
ぶ
。

朝
食
前
に
、
手
作
り
の
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
ー
杯
が
習
慣
だ
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
や
や
高
い
た
め
、
半
年
前
か
ら
朝

食
は
玄
米
食
に
切
り
替
え
た
。

「玄
米
は
白
米
よ
リ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
下
げ
る
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が

豊
富
だ
と
聞
き
、
主
食
は
食
べ
や
す
い

玄
米
粥
に
し
て
い
ま
す
」

そ
れ
に
卵
料
理

（上
写
真
で
は
卵
焼

き
）
と
前
夜
の
残
り
物

（同

。
新
牛
芽

と
豚
肉
の
柳
川
風
卵
と
じ
）、
お
浸
し

な
ど
の
野
菜
料
理
が
献
立
の
定
番
だ
。

前
列
中
央
よ
り
時
計
回
り
に
、
玄
米
粥

（梅
干
し
）
、

新
牛ご
謝
と
豚
肉
の
靭
朋
風
卵
と
じ

（難
難
ヨ
）
ヽ
キ
ヤ

ラ
ブ
キ
と
松
前
漬
け
、
ほ
う
れ
ん
草
の
お
浸
し

（し
ら

す
）
と
卵
焼
き
、
こ
ん
ぶ
醤
油

（１
３
４
べ
！
ジ
参
照
）
、

暫
島
の
ボ
タ
！
ジ
ュ
。
弼
搬
は
東
京

。
日
本
橋
の
老
舗

漆
器
店

『黒
江
屋
　
で
買
い
求
め
た
も
の
。

↑
朝
食
前
に
飲
む
手
作
リ
ジ
ュ
ー
ス
。材
料
（ふ

た
り
分
）
は
バ
ナ
ナ
ー
本
、
人
参
う
空
不
、
オ
レ

ン
ジ
果
汁
１
個
分
、
牛
乳
１
０
０
∝
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
２
０
０
∝
、
蜂
賓
大
さ
じ
１
、
黒
豆
き
な

粉
大
さ
じ
４
。
こ
れ
ら
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
´

。
・
　

　

γ́

　

．
．

森

ｒｌ
滲
。■

＝
本
橋
物
語

半ヽ
¨
■
●
一
ｒ

◎
こ
の
連
載
を
ま
と
め
た
単
行
本
第
４
弾
『新
世
紀
版

朝
め
し
自
慢
』
が

中
で
す
（本
体
価
格

¨
１
５
０
０
円
）。
面
一小
学
館
８
０３
・５
２
８
１
・３
５
５
５

↑愛飲の健康茶。「シジュウム

茶」0.5g xloo袋 3780円 (FOS

インターナショナル:口Ю120
。56・4106)は花粉症の季節の

必需品。熱帯地方原産の植物、

シジュウムの葉を乾燥させたも

ので、アレルギー疾患に効果的

だとし
)う騨躙轟屁涸して欠かせ

含好評の著書の中から、書き下ろし長編

時代小説シリーズ竜循華得競必茉異
人館の犯罪」(写真は第1巻)～ 3巻既刊c

第4巻は7月発売予定。1日 本橋物語 蜻

蛉屋お瑛 (同第 1巻)は全10巻 (共に

'二

見書房: ●03。 3515。 2311)。

i
疇れ、

|
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森
〓
沙
子
さ
ん
の
定
書

・
朝
め
し
自
慢



料
理
や
音
楽
な
ど
、

趣
味
が
作
品
に
投
影
さ
れ
る

聾
研
「蟹
費
編
鵜
椰
“
紳

賭
し
て
民
を
守
っ
た
。

た
い
で
す
ね
」
と
、
書
斎
で
森
真
沙
子
さ
ん
。

→ジャズの愛聴盤。左からサッ

クス奏者アート・ベッパーの輸

入盤、森さんが解説を書いたI吉

野弘志。モンゴロイダーズ 泣い

たら湖」、ドラム奏者エルビン・

ジョーンズ lHEAVY SOUNDS」 。

森
さ
ん
の
作
品
に
は
、
頻
繁
に
物
を

食
べ
る
場
面
が
登
場
す
る
。
ミ
ス
テ
リ

ー
、
ホ
ラ
ー
、
時
代
小
説
と
ジ
ャ
ン
ル

は
変
わ
れ
ど
、
作
中
の
人
物
た
ち
は
と

り
あ
え
ず
食
べ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

「物
を
食
べ
る
シ
ー
ン
が
好
き
な
ん
で

す

（笑
）。
人
間
が
食
べ
る
姿

っ
て
怖

か
っ
た
り
、
エ
ロ
チ
ッ
ク
だ
っ
た
り
す

る
と
同
時
に
、
最
も
現
実
的
な
日
常
生

活
の
基
本
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
」

『箱
館
奉
行
所
始
末
』
に
も
塩
引
き
鮭

の
ア
ラ
と
野
菜
を
煮
込
ん
だ
ク
〓
一平
汁
″

な
ど
が
登
場
。
当
時
の
人
が
何
を
食
べ

て
い
た
か
を
、
な
る
べ
く
忠
実
に
再
現

し
た
い
と
い
う
。
食
べ
物
を
通
し
て
蝦

夷
の
風
土
や
風
俗
が
広
が
る
の
だ
。

そ
こ
に
は
趣
味
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
を

Ю
年
、
日
本
料
理
を
３
年
余
り
学
ん
だ

経
験
が
生
き
て
い
る
。

趣
味
と
作
品
の
関
係

若
い
頃
か
ら
ラ
イ
プ
ハ
ウ
ス
に
通
い

詰
め
た
、
ジ
ャ
ズ
愛
好
家
と
い
う

一
面

も
あ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作
や
初
期
の
音
楽

ミ
ス
テ
リ
ー
は
、
そ
の
趣
味
で
あ
る
ジ

ャ
ズ
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
だ
。

気
分
転
換
や
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め

の
趣
味
だ
が
、
そ
こ
か
ら
得
た
知
識
や

経
験
が
、
森
作
品
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と

い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
　
　
　
」
Ｗ

←嚇 子をきつかけに、

骨董店巡りも趣味にc旅先

で求めた骨菫陶磁器は、手

前から時計回りに伊万里焼

皿、黄瀬戸皿、備前焼花瓶、

疑腱茶碗、書伊芳菫皿。作
品にも食卓にも登場する。

醤油に北海道産真昆布の出汁を加え、

刺身や鮨に格別の味わい

←「こんぶ醤油」360m2885円 。創業65年、

昆布佃煮の『黄金屋販売」の人気商品がこれ。

昆布佃煮の製造工程で残つた昆布出汁を書油

に加えた「こんぶ醤油」だ。昆布の旨味とコ

クが料理の味を一層引き立ててくれる。昆布

は北海道の道南産天然真昆布を使用し、塩分

は控えめの13%。 保存料は使つていない。「ど

んな料理にも使えますが、わが家では刺身や

酷になくてはならない薔油。煮物にも隠し味

として少 加々えると、ひと味違います」と森

さん。囲陵 金屋販売1大阪府交野市倉治

7-33-13 函 0120・ 46・ 5252

13■取材 井田ゆき子 文 出井邦子 機  馬場 隆

■

釜


